
令和５年３月３１日改訂 

 

上山田小学校いじめ防止基本方針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の基本認識 

①「いじめ」は、どの子にもどこでも起こりえる問題である。 

②「いじめ」は、人として絶対に許されない行為であるという毅然とした態度で臨む。 

③小さなサインも見逃さず、子どもや保護者の訴えを真摯に受け止める姿勢をもつ。 

④いじめられている子どもの立場に立って考え、初期段階から組織的に取り組む。 

⑤日頃から、子どもや保護者、地域との信頼関係の構築に努める。 

【筆塚】昭和５７年に、当時４年生だった児童の「学校中のみんなが大切に使った鉛

筆や消しゴムを収める筆塚を立ててほしい」という願いから始まった。この提案に、学

校全体が賛同し、父母教師会や地域の方々などの協力を得て建立した。毎年１１月

２７日の筆塚の日には筆塚集会が行われ、筆塚の意義や物を大切にする心につい

て考え、使い切った鉛筆や消しゴムに感謝の言葉を添えて収めている。 
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１ いじめ防止（いじめのない学校づくりをめざした未然防止の取組） 

 

未然防止のポイント 

「いじめはどの子にも起こりうること」「いじめは人権侵害であり、絶対に許されない」という共通認識・

共通理解をもち、「学校はチーム」の徹底を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもとともにつくる授業】 

○子どもと教師が「問いや願い」を共有し、「わた

しの見方・考え方」を働かせて追究する授業構想 

○「書く」「対話」を中心とした授業づくり 

○子どもの思いを受け入れ、安心して学習に取り組

める環境づくり 

○「主体的な学び」の成果を実感できる、「ふりか

えり」の実施 

○ICTを活用した授業づくりの拡充 

【地域・家庭との連携 ～全教職員で対応する「TEAM 上山田小」～】 

○上小応援団（コミュニティスクール）の充実（学校支援ボランティア、上山田の子どもを守る会、 

地域講師を招いた学習、クラブ活動、交流活動 等） 

○１５０周年記念事業  ○あいさつ運動  ○地域行事への参加・協力  ○地域公開参観日 

いじめ未然防止のための教育活動 

【めざすクラス像】 

○友達の良さを認め合えるクラス 

○自分の力をのびのびと発揮できるクラス 

○困っているときにみんなで支え合えるクラス 

○みんなで心を一つにして取り組めるクラス 

【具体的な取り組み例】 

○QUを活用して学級の実態を把握する 

○「個別の指導計画」を基にしたチーム支援 

○いじめ早期発見のための定期的な実態調査 

○「スマイルタイム」の実施 

【ふるさと学習の充実】 

○「わたしにとってのふるさと」を、探究的・ 

協働的に学んでいく「ふるさと上山田」学習 

○地域を知ることで、教科学習・総合的な学習の 

広がりや充実を図る 

○あいさつで地域とつながりを持つ 

○動植物の飼育・栽培活動を通して、上山田の 

自然とふれあう 

○「筆塚集会」の実施 

【どの子にも居場所がある温かなクラスづくり】 

○「いごごち」と「やる気」を意識して、具体的に働きかけていくクラスづくり 

 

【めざすクラス像】 

☆友だちのよさを認め合えるクラス        ☆自分の力をのびのびと発揮できるクラス 

☆困っているときにみんなで支え合えるクラス   ☆みんなで心を一つにして取り組めるクラス 

【具体的な取り組み例】 

☆ＱＵを活用して学級の実態を把握する      ☆「個別の指導計画」を基にしたチーム支援 

☆いじめ早期発見のための定期的な実態調査    ☆「スマイルタイム」の実施 

チーム上山田小で対応 

○学校長を中心に、全ての職員が「子どもを見つめ、見守り、見届ける」という意識で常に 

子どもの情報を共有し、担任一人で抱え込まない「組織としての対応」をするよう、校務 

分掌の「報告・連絡・相談」を密にして進める。 
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２ 早期発見（いじめの兆候をみのがさない・見過ごさないための手立て） 

 

早期発見のポイント 

いじめは、大人の目につかないところで行われる。また、遊びやふざけ合いがエスカレートしていじめに

つながることもある。我々教師は、子どもの言動や表情から小さな変化を見逃さない鋭い感覚を身につける

とともに、日頃からできるだけ多く子どもと触れ合い、信頼関係を築いておくようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④子どもへの指導・支援を行う 

ポイント いじめられている子を守る体制を優先させる。 

 

○いじめられた子どもにとって信頼できる人（親しい友人や教

員、SC 等）と連携し、寄り添い支える体制をつくる 

○いじめた子どもには、いじめは人格を傷つける行為であること

を理解させ、自らの行為の責任を自覚させるとともに、不満や

ストレスがあってもいじめに向かわせない力を育む 

○いじめを見ていた子ども達に対しても、自分の問題として捉え

させるとともに、いじめを止めることはできなくても、誰かに知ら

せる勇気を持つよう伝える  

⑤保護者と連携する 

○いじめられている子の保護者と面

談をもち、事実を伝える。 

○お子さんを徹底して守り通すことを

伝え不安を除去し、今後の学校と

の連携方法について話し合う 

⑥全職員に周知・支援協力 

○指導内容の確認と検証を行い、再発防止

のため支援協力をする。 

日常観察 

○気になる変化の記録 

○朝の会での表情観察 

○生活ノートの記述内容 

○保健室での様子 

○保護者からの連絡 

相談体制の整備と周知 

○特別支援教育を充実させるため、「個別の指導計

画」に基づくチーム支援 

○子どもの困り感を解決するため、チーム支援会議

のこまめな開催 

○一貫した人間関係づくりを継続させるため、幼保小

中連携と移行支援会議の実施 

③情報収集と事実確認 

○人間関係の変化や周りの日常の様子などに注意しながら観察する。 

○再度、本人に聞き取り調査して事実確認 

こまめなアンケート調査と活用 

○学期ごとに学級経営案を見直すため、ＱＵの有効活用と結果の分析 

○ＱＵの結果を活用し、本校独自で作成した「学級力アンケート」による、学級の良さ

や課題を教師と子どもが共有する（グラフによる「見える化」） 

○課題解決に向けた「スマイル活動（スマイルタイム・スマイルアクション）」の実施 

○いじめ早期発見のため、学期ごとの定期的ないじめアンケート調査と教育相談 

②組織対応 ○学校長を中心に、調査段階から対応を組織で検討していく。 

職員の研修および情報モラルに関する指導 

○児童理解や人間関係づくりにかかわる、職員間の情報

交換およびスキルアップ研修の実施 

○各クラスの「スマイル活動」にかかわる情報共有 

○「情報モラルに関する指導マニュアル」「ネット上のいじめ

に対応する指導マニュアル」に基づく、子どもへの指導お

よび指導法にかかわる研修 

いじめの発見 

①学校長・教頭に報告 

【相談窓口】 

保健室 

校長室 
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３ いじめに対する措置（発見したいじめに対する対応） 

 

⑤学級の保護者への周知 

○学年だよりで、指導していることを家庭に伝える。 

想定事案 

●保護者から「うちの子どもがいじめられているのに、担任

は何もしてくれない」という連絡があった。 

●保護者から「あるクラスでいじめが行われているらしい」

という匿名の電話があった。 

いじめ情報 

②情報を集める 

○教職員、児童生徒、保護者、地域住民、その他から情報を集める（聴き取り・アンケート） 

（いじめを発見した場合は、その場でその行為を止める）  

 

③指導・支援体制を組む 

○チームで指導・支援体制を組む（学級担任等、養護教諭、生徒指導担当教員、管理職などで役割を分担）  

 

④子どもへの指導・支援を行う 

ポイント いじめられている子を守る体制を優先さ

せる。 

 

○いじめられた子どもにとって信頼できる人（親し

い友人や教員、家族、地域の人等）と連携し、寄

り添い支える体制をつくる 

 

○いじめた子どもには、いじめは人格を傷つける行

為であることを理解させ、自らの行為の責任を自

覚させるとともに、不満やストレスがあってもい

じめに向かわせない力を育む 

 

○いじめを見ていた子ども達に対しても、自分の問

題として捉えさせるとともに、いじめを止めるこ

とはできなくても、誰かに知らせる勇気を持つよ

う伝える  

④保護者と連携する 

○つながりのある教職員を中心

に、即日、関係児童（加害、被

害とも）の家庭訪問等を行い、

事実関係を伝えるとともに、今

後の学校との連携方法について

話し合う  

 

想定事案 

●いじめの加害者の保護者が「いじめっ子」呼ばわ

りされて人権侵害を受けたと苦情を訴えてきた時

の対応 

●わが子を思う感情が優先して客観的に問題を捉

えることができず、被害者意識が強い保護者へ

の対応 

―――――――――――――――――――― 

①わが子を思う親心に対しては共感して傾聴する。 

②事実確認していることを時系列で伝える。 

③いじめは人権を侵害する許されない行為であり、

行為を正すための指導を行ったことを確認する。 

④指導の家庭で不適切であったと思われてしまっ

たことについては、誤解を招いたことを詫びる。 

⑤子どもを健全に育てていきたいという思いは共通

していることを確認する。 

⑥今後の学校としての取組を話して理解を求める。 

①学校長・教頭に報告 
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４ いじめに対する措置（重大事態の対応） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ情報 

★生命、心身又は財産に重大な被害が生じた

疑い（児童生徒が自殺を企図した場合等） 

★相当の期間学校を欠席することを余儀なくさ

れている疑い（年間３０日を目安。一定期間

連続して欠席しているような場合などは、迅

速に調査に着手）  

★児童生徒や保護者からいじめられて重大事

態に至ったという申立てがあったとき 

⑤学校の下に、重大事態の調査組織を設置  

○組織の構成については、専門的知識及び経験を有し、当該いじめ事案の関係者と直接の人間

関係又は特別の利害関係を有しない第三者の参加を図ることにより、当該調査の公平性・中立

性を確保するよう努めることが求められる。 

○第２２条に基づく「いじめの防止等の対策のための組織」を母体として、当該重大事態の性質に

応じて適切な専門家を加えるなどの方法も考えられる。 

 

⑥調査組織で、事実関係を明確にするための調査を実施  

○いじめ行為の事実関係を、可能な限り網羅的に明確にする。この際、因果関係の特定を急ぐべき

ではなく、客観的な事実関係を速やかに調査すべき。  

○たとえ調査主体に不都合なことがあったとしても、事実にしっかりと向き合おうとする姿勢が重要。 

○これまでに学校で先行して調査している場合も、調査資料の再分析や必要に応じて新たな調査を

実施。 

 

④学校の設置者が、重大事態の調査の主体を判断し、以下の対応に当たる 

○設置者の指示のもと、学校は資料の提出など、調査に協力する。 

⑦いじめを受けた児童生徒及びその保護者に対して情報を適切に提供  

○調査により明らかになった事実関係について、情報を適切に提供（適時・適切な方法で、経過報

告があることが望ましい）。 

○関係者の個人情報に十分配慮。ただし、いたずらに個人情報保護を楯に説明を怠るようなことが

あってはならない。 

○得られたアンケートは、いじめられた児童生徒や保護者に提供する場合があることを念頭にお

き、調査に先立ち、その旨を調査対象の在校生や保護者に説明する等の措置が必要。 

 

 

⑧調査結果を学校の設置者に報告 （設置者から地方公共団体の長等に報告）  

○いじめを受けた児童生徒又はその保護者が希望する場合には、いじめを受けた児童生徒又はそ

の保護者の所見をまとめた文書の提供を受け、調査結果に添える。 

①学校長・教頭に報告 

②情報の収集と記録 

○いじめ防止対策委員会で情報収集と記録 

③いじめの事実の確認を行い、結果を設置者へ報告  
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５ 指導計画 

 

（１）いじめ防止に向けた全体指導計画 

 学校行事 児童会活動 人権教育 学級活動 

４

月 

○入学式 

 

○１年生を迎える会 

○あいさつ運動（通年） 

○第１回ＱＵ実施 

 

○学級びらき 

○良いところ探し（通年） 

５

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○スマイルタイム① 

○スマイルアクション① 

○運動会に向けて 

６

月 

○運動会 

 

 

 

 

 

 

 

７

月 

○なかよし旬間 

 

 

 

○第２回ＱＵ実施 

 

○１学期の振り返り 

 

８

月 

 

 

 

 

 

 

○スマイルタイム② 

○スマイルアクション② 

９

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

10

月 

○校内音楽会 

 

 

 

 

 

○音楽会に向けて 

 

11

月 

○１５０周年記念式典 

○マラソン月間 

○筆塚集会 

 

 

 

○記念式典に向けて 

 

12

月 

 

 

○新児童会長選挙 

 

○第３回ＱＵ実施 

 

○２学期の振り返り 

 

１

月 

 

 

 

 

 

 

○スマイルタイム③ 

○スマイルアクション③ 

２

月 

 

 

○児童会引き継ぎ 

○いじめゼロ週間 

 

 

 

 

３

月 

○卒業式 

 

○６年生を送る会 

 

 

 

○３学期の振り返り  

○１年間の振り返り 
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（２）いじめ防止に向けた教科等の関連教材・主題名 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

教

科

関

連 

 

○大きなかぶ 

（国語） 

○おなじかずずつ 

（算数） 

 

○スイミー 

（国語） 

○スーホの白い 

 馬（国語） 

 

○モチモチの木 

（国語） 

 

 

 

○一つの花 

（国語） 

 

 

 

○やなせたかし 

 アンパンマン 

 の勇気（国語） 

 

 

○身分と人々の 

くらし 

○民主主義の 

 意識が高まる 

（社会） 

道

徳

教

材

・

あ

け

ぼ

の 

等 

【道徳】 

○みんなじょうず 

○あしたは 

 えんそく 

○やめなさいよ 

○二わのことり 

○ジャングルジム 

○はしの上の 

 おおかみ 

○すきからうまれ 

 たそらまめくん 

 

【あけぼの等】 

○じゃんけん列車 

○うれしかったよ 

カード 

○自分のこと好き 

だよ 

○三つの話し方 

○カムオン 

○いいところ 

【道徳】 

○ぶらんこ 

○およげない 

 りすさん 

○雨ふり 

○クラスの 

 大へんしん 

 

【あけぼの等】 

○もりのなかま 

○どうしよう 

○うちの人の 

 しごと 

○そんなこと 

 いわれても 

 なおせないよ 

○まほうの手 

○ゆうくんと 

 いっしょに 

○みんな 

 ともだち 

【道徳】 

○たった一言 

○道夫とぼく 

○友だち屋 

○なおとからの 

 しつもん 

 

【あけぼの等】

○自分てすてき 

○わたし 

○自分の名前 

○いのちを 

 もらって 

○あだな 

○勇気を出して 

○太鼓づくり 

○色鉛筆をわす 

 れちゃった 

【道徳】 

◯みんなちがって 

 みんないい 

◯学級会での 

 出来事 

◯ひとりぼっちの 

 Y ちゃん 

◯ちょっと 

 待ってよ 

 

【あけぼの等】 

○おばあちゃんと 

 お手玉 

○なかよしカルタ 

○みんなの前で 

 言えた 

○しめなわ作り 

○もうどう犬 

 ジャスミンと 

 いっしょに 

○指文字で 

 紹介しよう 

○白いバトン 

【道徳】 

○すれちがい 

○ブランコ乗り 

 とピエロ 

○どうすれば 

 いいのだろう 

○だれもが幸せ 

 になれる社会  

○命の詩－電池 

 が切れるまで 

 

【あけぼの等】

○みんなが仲良 

 くなるために 

○自分の番 

○もしもわたし 

 が 

○みわ子の日記 

○村人さえ無事 

 なら 

○おらあ学校へ 

 行きてえ 

○わたしの道を 

【道徳】 

○コスモスの花 

○この胸の痛み 

 を 

○みんな、 

 おかしいよ 

○泣き虫 

 

【あけぼの等】

○どうしたら 

 自分を守れる 

○近くて近い国 

○おい 

○固い握手  

○父の仕事 

○やさしさを 

 伝えるために 

○真新しい 

 教科書 

○一緒に考える 

 友だち 

○指で読みます 

生

活

・

総

合 

○ココちゃんに 

 なって考えて 

 みよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○香風園への 

 年賀状 
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６ 組 織 

 

（１）学校は，当該学校におけるいじめの防止等に関する措置を実効的に行うため，当該学校の複数の教職

員，心理，福祉等に関する専門的な知識を有する者その他の関係者により構成されるいじめの防止等の

対策のための組織を置くものとする。【いじめ防止対策推進法２２条】 

 

（２）組織構成の考え方  

①いじめの防止や早期発見、いじめへの対処の中核となる組織として機能するような体制を実情に応じ

て決定し、個々の場面に応じ、関係の深い教職員を追加するなど，柔軟な組織とする。 

②「生徒指導部会」、「不登校いじめ委員会」、「不登校いじめ懇談会」等の既存の組織を活用して法律に

基づく組織として機能させる。 

③適切に外部専門家（スクールカウンセラー）の助言を得ながら機動的に運用できるよう工夫する。 

 

（３）組織が担う具体的な役割  

①学校基本方針に基づく取組の実施や具体的な年間計画の作成・実行・検証・修正の中核としての役割 

②いじめの相談・通報の窓口としての役割 

③いじめの疑いに関する情報や児童生徒の問題行動などに係る情報の収集と記録，共有を行う役割 

④いじめの疑いに係る情報があった時には緊急会議を開いて，いじめの情報の迅速な共有，関係のある

児童生徒への事実関係の聴取，指導や支援の体制・対応方針の決定と保護者との連携といった対応を

組織的に実施するための中核としての役割 

 

 

（４）組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不登校いじめ懇談会 

○市教育委員、○主任児童委員（２名）、○人権擁護委員（２名）、○児童館長、○民生児童

委員会長、○子ども会を育成する会会長、○父母教師会会長、○父母教師会副会長（２名）、

○父母教師会校外指導部長、○父母教師会支部長会長 

不登校・いじめ対策委員会 

○教務主任、○人権教育主任、○養護教諭 

生徒指導部会 

○生徒指導主任、○低高学年主任 

○校長、○教頭 

千曲市教育委員会 

警察との連携（窓口） 

千曲警察署生活安全係 
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いじめ防止対策推進法（上山田小学校版；抜粋） 

 

【目次】 

○第一章 総則（第一条―第十条） 

○第二章 いじめ防止基本方針等（第十一条―第十四条） 

○第三章 基本的施策（第十五条―第二十一条） 

○第四章 いじめの防止等に関する措置（第二十二条―第二十七条） 

○第五章 重大事態への対処（第二十八条―第三十三条） 

○第六章 雑則（第三十四条・第三十五条） 

○附則 

 

 

〇第一章 総則  

（目的） 

第一条 この法律は、いじめが、いじめを受けた児童等の教育を受ける権利を著しく侵害し、その
心身の健全な成長及び人格の形成に重大な影響を与えるのみならず、その生命又は身体に重大な
危険を生じさせるおそれがあるものであることに鑑み、児童等の尊厳を保持するため、いじめの
防止等（いじめの防止、いじめの早期発見及びいじめへの対処をいう。以下同じ。）のための対
策に関し、基本理念を定め、国及び地方公共団体等の責務を明らかにし、並びにいじめの防止等
のための対策に関する基本的な方針の策定について定めるとともに、いじめの防止等のための対
策の基本となる事項を定めることにより、いじめの防止等のための対策を総合的かつ効果的に推
進することを目的とする。 

 

（定義） 

第二条 この法律において「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍し
ている等当該児童等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与え
る行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児
童等が心身の苦痛を感じているものをいう。 

２ この法律において「学校」とは、学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）第一条に規定す
る 小学校、中学校、高等学校、中等教育学校及び特別支援学校（幼稚部を除く。）をいう。 

３ この法律において「児童等」とは、学校に在籍する児童又は生徒をいう。 

４ この法律において「保護者」とは、親権を行う者（親権を行う者のないときは、未成年後見人） 
をいう。 

 

（基本理念） 

第三条 いじめの防止等のための対策は、いじめが全ての児童等に関係する問題であることに鑑
み、  児童等が安心して学習その他の活動に取り組むことができるよう、学校の内外を問わずい
じめが  行われなくなるようにすることを旨として行われなければならない。 

２ いじめの防止等のための対策は、全ての児童等がいじめを行わず、及び他の児童等に対して行
われるいじめを認識しながらこれを放置することがないようにするため、いじめが児童等の心身
に及ぼす影響その他のいじめの問題に関する児童等の理解を深めることを旨として行われなけ
ればならない。 

３ いじめの防止等のための対策は、いじめを受けた児童等の生命及び心身を保護することが特に
重要であることを認識しつつ、国、地方公共団体、学校、地域住民、家庭その他の関係者の連携
の下、いじめの問題を克服することを目指して行われなければならない。 

 

（いじめの禁止） 

第四条 児童等は、いじめを行ってはならない。 

（国の責務）       第五条 

（地方公共団体の責務）  第六条 

（学校の設置者の責務）  第七条 

 

（学校及び学校の教職員の責務） 

第八条 学校及び学校の教職員は、基本理念にのっとり、当該学校に在籍する児童等の保護者、地
域住民、児童相談所その他の関係者との連携を図りつつ、学校全体でいじめの防止及び早期発見
に取り組むとともに、当該学校に在籍する児童等がいじめを受けていると思われるときは、適切
かつ迅速にこれに対処する責務を有する。 

 

（保護者の責務等） 

第九条 保護者は、子の教育について第一義的責任を有するものであって、その保護する児童等が
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いじめを行うことのないよう、当該児童等に対し、規範意識を養うための指導その他の必要な指
導を行うよう努めるものとする。 

２ 保護者は、その保護する児童等がいじめを受けた場合には、適切に当該児童等をいじめから保
護するものとする。 

３ 保護者は、国、地方公共団体、学校の設置者及びその設置する学校が講ずるいじめの防止等の
ための措置に協力するよう努めるものとする。 

４ 第一項の規定は、家庭教育の自主性が尊重されるべきことに変更を加えるものと解してはなら
ず、また、前三項の規定は、いじめの防止等に関する学校の設置者及びその設置する学校の責任
を軽減するものと解してはならない。 

 

（財政上の措置等）第十条 

 

〇第二章 いじめ防止基本方針等 

（いじめ防止基本方針）  第十一条 

（地方いじめ防止基本方針）第十二条 

（学校いじめ防止基本方針） 

第十三条 学校は、いじめ防止基本方針又は地方いじめ防止基本方針を参酌し、その学校の実情に
応じ、当該学校におけるいじめの防止等のための対策に関する基本的な方針を定めるものとす
る。 

（いじめ問題対策連絡協議会）第十四条 

 

〇第三章 基本的施策 

（学校におけるいじめの防止） 

第十五条 学校の設置者及びその設置する学校は、児童等の豊かな情操と道徳心を培い、心の通う
対人交流の能力の素地を養うことがいじめの防止に資することを踏まえ、全ての教育活動を通じ
た道徳教育及び体験活動等の充実を図らなければならない。 

２ 学校の設置者及びその設置する学校は、当該学校におけるいじめを防止するため、当該学校に
在籍する児童等の保護者、地域住民その他の関係者との連携を図りつつ、いじめの防止に資する
活動であって当該学校に在籍する児童等が自主的に行うものに対する支援、当該学校に在籍する
児童等及びその保護者並びに当該学校の教職員に対するいじめを防止することの重要性に関す
る理解を深めるための啓発その他必要な措置を講ずるものとする。 

 

（いじめの早期発見のための措置） 

第十六条 学校の設置者及びその設置する学校は、当該学校におけるいじめを早期に発見するた
め、  当該学校に在籍する児童等に対する定期的な調査その他の必要な措置を講ずるものとす
る。 

２ 国及び地方公共団体は、いじめに関する通報及び相談を受け付けるための体制の整備に必要な
施策を講ずるものとする。 

３ 学校の設置者及びその設置する学校は、当該学校に在籍する児童等及びその保護者並びに当該
学校の教職員がいじめに係る相談を行うことができる体制（次項において「相談体制」という。）
を整備するものとする。 

４ 学校の設置者及びその設置する学校は、相談体制を整備するに当たっては、家庭、地域社会等
との連携の下、いじめを受けた児童等の教育を受ける権利その他の権利利益が擁護されるよう配
慮するものとする。 

 

（関係機関等との連携等） 

第十七条 国及び地方公共団体は、いじめを受けた児童等又はその保護者に対する支援、いじめを
行った児童等に対する指導又はその保護者に対する助言その他のいじめの防止等のための対策
が関係者の連携の下に適切に行われるよう、関係省庁相互間その他関係機関、学校、家庭、地域
社会及び民間団体の間の連携の強化、民間団体の支援その他必要な体制の整備に努めるものとす
る。 

 

（いじめの防止等のための対策に従事する人材の確保及び資質の向上） 

第十八条 国及び地方公共団体は、いじめを受けた児童等又はその保護者に対する支援、いじめを
行った児童等に対する指導又はその保護者に対する助言その他のいじめの防止等のための対策
が専門的知識に基づき適切に行われるよう、教員の養成及び研修の充実を通じた教員の資質の向
上、生徒指導に係る体制等の充実のための教諭、養護教諭その他の教員の配置、心理、福祉等に
関する専門的知識を有する者であっていじめの防止を含む教育相談に応じるものの確保、いじめ
への対処に関し助言を行うために学校の求めに応じて派遣される者の確保等必要な措置を講ず
るものとする。 
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２ 学校の設置者及びその設置する学校は、当該学校の教職員に対し、いじめの防止等のための対
策に関する研修の実施その他のいじめの防止等のための対策に関する資質の向上に必要な措置
を計画的に行わなければならない。 

 

（インターネットを通じて行われるいじめに対する対策の推進） 

第十九条 学校の設置者及びその設置する学校は、当該学校に在籍する児童等及びその保護者が、
発信された情報の高度の流通性、発信者の匿名性その他のインターネットを通じて送信される情
報の特性を踏まえて、インターネットを通じて行われるいじめを防止し、及び効果的に対処する
ことができるよう、これらの者に対し、必要な啓発活動を行うものとする。 

 

（いじめの防止等のための対策の調査研究の推進等）第二十条 

（啓発活動）  第二十一条 

 

〇第四章 いじめの防止等に関する措置 

（学校におけるいじめの防止等の対策のための組織） 

第二十二条 学校は、当該学校におけるいじめの防止等に関する措置を実効的に行うため、当該学
校の複数の教職員、心理、福祉等に関する専門的な知識を有する者その他の関係者により構成さ
れるいじめの防止等の対策のための組織を置くものとする。 

 

（いじめに対する措置） 

第二十三条 学校の教職員、地方公共団体の職員その他の児童等からの相談に応じる者及び児童等
の保護者は、児童等からいじめに係る相談を受けた場合において、いじめの事実があると思われ
るときは、いじめを受けたと思われる児童等が在籍する学校への通報その他の適切な措置をとる
ものとする。 

２ 学校は、前項の規定による通報を受けたときその他当該学校に在籍する児童等がいじめを受け
ていると思われるときは、速やかに、当該児童等に係るいじめの事実の有無の確認を行うための
措置を講ずるとともに、その結果を当該学校の設置者に報告するものとする。 

３ 学校は、前項の規定による事実の確認によりいじめがあったことが確認された場合には、いじ
めをやめさせ、及びその再発を防止するため、当該学校の複数の教職員によって、心理、福祉等
に関する専門的な知識を有する者の協力を得つつ、いじめを受けた児童等又はその保護者に対す
る支援及びいじめを行った児童等に対する指導又はその保護者に対する助言を継続的に行うも
のとする。 

４ 学校は、前項の場合において必要があると認めるときは、いじめを行った児童等についていじ
めを受けた児童等が使用する教室以外の場所において学習を行わせる等いじめを受けた児童等
その他の児童等が安心して教育を受けられるようにするために必要な措置を講ずるものとする。 

５ 学校は、当該学校の教職員が第三項の規定による支援又は指導若しくは助言を行うに当たって
は、いじめを受けた児童等の保護者といじめを行った児童等の保護者との間で争いが起きること
のないよう、いじめの事案に係る情報をこれらの保護者と共有するための措置その他の必要な措
置を講ずるものとする。 

６ 学校は、いじめが犯罪行為として取り扱われるべきものであると認めるときは所轄警察署と連
携してこれに対処するものとし、当該学校に在籍する児童等の生命、身体又は財産に重大な被害
が生じるおそれがあるときは直ちに所轄警察署に通報し、適切に、援助を求めなければならない。 

 

（学校の設置者による措置） 

第二十四条 学校の設置者は、前条第二項の規定による報告を受けたときは、必要に応じ、その設
置する学校に対し必要な支援を行い、若しくは必要な措置を講ずることを指示し、又は当該報告
に係る事案について自ら必要な調査を行うものとする。 

 

（校長及び教員による懲戒） 

第二十五条 校長及び教員は、当該学校に在籍する児童等がいじめを行っている場合であって教育
上必要があると認めるときは、学校教育法第十一条の規定に基づき、適切に、当該児童等に対し
て懲戒を加えるものとする。 

 

（出席停止制度の適切な運用等） 

第二十六条 市町村の教育委員会は、いじめを行った児童等の保護者に対して学校教育法第三十五
条第一項（同法第四十九条において準用する場合を含む。）の規定に基づき当該児童等の出席停
止を命ずる等、いじめを受けた児童等その他の児童等が安心して教育を受けられるようにするた
めに必要な措置を速やかに講ずるものとする。 

 

（学校相互間の連携協力体制の整備）第二十七条 



- 11 - 

 

 

〇第五章 重大事態への対処 

（学校の設置者又はその設置する学校による対処） 

第二十八条 学校の設置者又はその設置する学校は、次に掲げる場合には、その事態（以下「重大
事態」という。）に対処し、及び当該重大事態と同種の事態の発生の防止に資するため、速やか
に、当該学校の設置者又はその設置する学校の下に組織を設け、質問票の使用その他の適切な方
法により当該重大事態に係る事実関係を明確にするための調査を行うものとする。 

一 いじめにより当該学校に在籍する児童等の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあ
ると認めるとき。 

二 いじめにより当該学校に在籍する児童等が、相当の期間学校を欠席することを余儀なくされて
いる疑いがあると認めるとき。 

２ 学校の設置者又はその設置する学校は、前項の規定による調査を行ったときは、当該調査に係
るいじめを受けた児童等及びその保護者に対し、当該調査に係る重大事態の事実関係等その他の
必要な情報を適切に提供するものとする。 

３ 第一項の規定により学校が調査を行う場合においては、当該学校の設置者は、同項の規定によ
る調査及び前項の規定による情報の提供について必要な指導及び支援を行うものとする。 

 

（国立大学に附属して設置される学校に係る対処）第二十九条 

（公立の学校に係る対処） 

第三十条 地方公共団体が設置する学校は、第二十八条第一項各号に掲げる場合には、当該地方公
共団体の教育委員会を通じて、重大事態が発生した旨を、当該地方公共団体の長に報告しなけれ
ばならない。 

２ 前項の規定による報告を受けた地方公共団体の長は、当該報告に係る重大事態への対処又は当
該重大事態と同種の事態の発生の防止のため必要があると認めるときは、附属機関を設けて調査
を行う等の方法により、第二十八条第一項の規定による調査の結果について調査を行うことがで
きる。 

３ 地方公共団体の長は、前項の規定による調査を行ったときは、その結果を議会に報告しなけれ
ばならない。 

４ 第二項の規定は、地方公共団体の長に対し、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和
三十一年法律第百六十二号）第二十一条に規定する事務を管理し、又は執行する権限を与えるも
のと解釈してはならない。 

５ 地方公共団体の長及び教育委員会は、第二項の規定による調査の結果を踏まえ、自らの権限及
び責任において、当該調査に係る重大事態への対処又は当該重大事態と同種の事態の発生の防止
のために必要な措置を講ずるものとする。 

 

（私立の学校に係る対処）  第三十一条  ・ 第三十二条 

（文部科学大臣又は都道府県の教育委員会の指導、助言及び援助）  第三十三条 

 

○第六章 雑則 

（学校評価における留意事項） 

第三十四条 学校の評価を行う場合においていじめの防止等のための対策を取り扱うに当たって
は、いじめの事実が隠蔽されず、並びにいじめの実態の把握及びいじめに対する措置が適切に行
われるよう、いじめの早期発見、いじめの再発を防止するための取組等について適正に評価が行
われるようにしなければならない。 

（高等専門学校における措置）第三十五条 

 

○附則 

（施行期日） 

（検討） 

（理由） 


